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大家 寛（東北大学名誉教授、福井工業大学名誉教授）  
１．設立 






















2．第一期 (1961 年～1966 年)  
2.1 構成員 
1961 年 4 月より筆者は工学部電子工学科、前田研究室・助手として、赴任し、前田教授からの要
請で電離層の電波観測を主任務とし、自らはロケット実験への参加も希望していた。しかし、電離
層研究施設の発足が決まり、理学部地球物理学科博士課程を終えた桜井邦朋氏とともに 電離層研
























































































学）は教授 加藤 進、助教授 大家 寛、助手 坂口 瑛、麻生武彦（一時、助手、北 一麻呂、田
畑孝一であったが、転出）第二部門（超高層電波工学）は教授 小川 徹、助教授 桜井邦朋，助手 荒









































4. 第三期（1974 年-～1980 年） 









 第一部門は 加藤 進 教授、松本 紘 助教授、麻生武彦助手、津田敏隆助手、第二部門は小川 徹 
教授のもと、藪崎 努 助教授、筒井 稔 助手 北野正雄助手となった。なお第二期と三期の間、鋭





4.2  研究内容 




































































大学工学部助教授から東北大大学院理学研究科教授を経て 2000 年に退官。 その後、福井工業大学
工学部教授を歴任。東北大学名誉教授、福井工業大学名誉教授。専門は、宇宙空間物理学。 
